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研究成果の概要（和文）：　本研究では、日本の学校現場における防災教育の現状と課題を明らかにした上で、
小学生や中学生が様々な自然災害の正しい知識を身につけ、災害時には自らの危険を予測し主体的に回避する能
力を高めるための体系的な教育プログラムを提案し、学校現場でプログラムの評価・検証を行った。 研究手法
は、学習理論であるインストラクショナル・デザインのアディープロセスを採用した。特に開発したプログラム
の特長として、防災の専門家が教育プログラムの実施ごとに学校現場にその都度出向くのでなく、現場教員自身
が小学生・中学生との日常の教授学習過程の中で防災教育を実践することができるものとした。

研究成果の概要（英文）：This study reviews the current situation and problems in disaster management
 education in schools in Japan, proposes systematic programs for elementary and junior high school 
students, and the proposed programs are verified and evaluated in different schools. The programs 
aim to educate the students of the correct knowledge on various natural disasters and enhance their 
capacities to forecast and avoid the risks on their own initiatives.
The programs have an advantage that it can be implemented by teachers who can practice disaster 
management education in the ordinary learning process for elementary and junior high school students
 in schools; disaster management specialists are not needed for its implementation.

研究分野：防災教育学、防災心理学

キーワード： 防災教育　安全情報　緊急地震速報　竜巻災害　生きる力　指導案　災害心理　災害対応行動
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１．研究開始当初の背景 
東日本大震災において、多くの小中学生が
「生きる力」（新学習指導要領における目標）
を発揮することなくその命を落としたこと
は記憶に新しい。文部科学省・東日本大震災
を受けた防災教育・防災管理等に関する有識
者会議では、「現在の学校教育においては、
防災を含めた安全教育の時間数は限られて
おり、主体的に行動する態度の育成には不十
分であり、各学校において、関連する教科等
での指導の時間が確保できるよう検討する
必要がある」（最終報告より）と問題提起し 
ているが、具体的にどの教科において単元構
想図（カリキュラム）・指導案（１時限の授
業進行案）を開発・実施し、どのような防災
教育素材・教材を用いるべきなのかについて
は、今後の検討課題としている。しかしなが
ら防災は学際領域であり、既存の教科の教
員・専門家による授業開発・教材研究だけで
は限界があり、防災研究者側からの防災リテ
ラシーの体系化をあわせた授業・教育素材の
提案が必要である。 
 
２．研究の目的 
本研究では、社会科学の立場から小中学校
の教育現場で防災教育に携わってきた申請
者が、これまでに全国で行われてきた先進的
な防災教育実践について、防災学・心理学・
教育学の理論・技法をもとに「小中学生が学
習すべき防災リテラシー」として収集・体系
化し、防災専門家を講師として招くだけの単
なる「イベント」ではなく、防災専門家の介
入がない教員と児童生徒との「教授学習過
程」の中で取り扱うことができるような単元
構想図・指導案・教材を開発することを目的
とする。開発した単元構想図・指導案・教材
は、インストラクショナル・デザイン理論に
従い実際の学校現場で教員に使用してもら
い、効果測定・評価・改良もあわせて行う。 
 
３．研究の方法 
調査対象者は，調査協力が得られた埼玉
県・栃木県内の小学校・中学校の児童生徒が
対象である。県および市町の教育委員会とも
連携して、実施校においては全校児童生徒を
対象としながら実施した。 
実施においてはインストラクショナル・デ
ザイン理論における中核的理論であるアデ
ィープロセス（Addie Process:以下，ADDIE）
を導入して教育プログラム開発を行った。
ADDIE とは、学習の目的や学習者、教育現場
の課題、防災教育の実践内容、実践に必要な
知識等、授業や訓練を行う学習目的や要件を
洗い出し、分析（Analyze）→設計（Design）
→開発（Develop）→実施（Implement）→評
価（Evaluate）のサイクルを回すことでより
効果的な教材作成につなげることができる
とする理論である。このプロセスに基づき、
児童生徒および教職員や保護者の実態調査
に基づき、プログラム・教材（指導案・ワー

クシート等）を開発し、実施した結果を評価
することでプログラム・教材の改善につなげ
ていった。 
 
４．研究成果 
(1) 本研究で開発した「地震防災教育プログ
ラム」とは、緊急地震速報に関する正しい知
識を身につけ、緊急地震速報後の自主的かつ
適切な行動を身につけさせるための防災教
育を実践するためのプログラムである。 
緊急地震速報とは、地震の発生直後に、震
源に近い地震計でとらえた観測データを解
析して震源や地震の規模（マグニチュード）
を直ちに推定し、これに基づいて各地の主要
動の到達時刻や震度を予測し、可能な限り素
早く知らせる地震動の予報・警報であり、気
象庁が発表する。この緊急地震速報は秒単位
を争う情報伝達であり、発表してから強い揺
れが到達するまでの時間は数秒から数十秒
しかない。このため、緊急地震速報を見聞き
した際の対応行動には迅速性が求められる
ことから、条件反射的に対応できる行動を身
につけておくことが、自らの命を守るために
効果的である。特に東日本大震災以降、「東
日本大震災を受けた防災教育・防災管理等に
関する有識者会議」や「学校安全の推進に関
する計画」の中で、主体的に行動する態度を
身につけるための防災教育・防災訓練の手法
として、緊急地震速報を活用した避難訓練が
推奨されている。 
本研究で開発した「地震防災教育プログラ
ム」は、学習指導案（図 1）、ワークシート（図
2）、対応行動訓練プログラム、質問紙（訓練
振り返り用・効果測定用）で構成されている。 
本プログラムは3ステップで構成されてお
り（単元構成）、ステップ 1・事前学習「緊急
地震速報を聞いた時の正しい行動を学ぼう」、
ステップ 2・対応行動訓練「緊急地震速報に
よる対応行動訓練」、ステップ 3・事後学習「緊
急地震速報を聞いた時の行動を振り返ろう」
である。次に、指導案は、設定した学習目標
に対して、何をどのような順序や方法で指導
し、学習者がどのように学んでいくのか指導
の流れを一定形式に示したものである。ワー
クシートは、学習内容やポイントを明確かつ
簡潔にまとめることができ、効率的・効果的
に学習を手助けする役割を果たす教材であ
り、ワークシートに「書く」「まとめる」活
動により考えを整理できる。対応行動訓練プ
ログラムは、緊急地震速報のチャイム音を使
用した訓練の流れを示す計画書であり、校庭
避難までの「ロング訓練」と対応行動のみ短
時間で行う「ショート訓練」用のプログラム
を作成した。質問紙は、対応行動訓練の振り
返り用（質的調査）とプログラム実践による
知識の度合いと対応行動の理解を評価する
効果測定用（量的調査）を作成した。 
次に、各ステップの概要である。ステップ
1 の事前学習では、緊急地震速報の基礎的な
知識を習得し、地震による物の動き方（危険）



をイメージさせ、緊急地震速報を聞いた時の
具体的な対応行動を考え、地震後の安全な場
所への避難のルールを理解することを学習
目標に設定した。 
ステップ 1 の指導の流れは、 過去の地震
災害を振り返ることによって地震の怖さを
知り、緊急地震速報のチャイム音や仕組みを
知るための「導入」からはじまり、地震によ
る物の動き方を知り、緊急地震速報を聞いた
り、地震の強い揺れを感じた時、どうすれば
自分の身を守ることができるのかを考える
「展開 1」とした。地震の際のキーワード「落
ちてこない・倒れてこない・移動してこない」
安全な場所へ避難する行動の大切さを理解
させ、学校内の様々な場所でとるべき対応行
動について児童がワークシートに自分の考
えを記入し、発表を通じて理解を深める学習
である。「展開 2」では、揺れがおさまった後
に必要な対応行動「お（おさない）、か（か
けない）、し（しゃべらない）、も（もどらな
い）、ち（ちかづかない）」の避難行動を学び、
学習の最後「まとめ」ではステップ 1の学習
を総括してステップ2の対応行動訓練へつな
げる構成とした。ステップ 1は 1時限（45 分
×1コマ）での実践を推奨している。 
ステップ 2の対応行動訓練では、ステップ
1 の事前学習を生かし、緊急地震速報のチャ
イム音を聞いた時、「落ちてこない・倒れて
こない・移動してこない」を意識して、自分
の判断で自分の身を守る対応行動がとれる
ことを学習目標に設定した。緊急地震速報の
チャイム音の放送を合図に、休み時間や掃除
の時間など様々な場面を想定した訓練によ
り、主体的な思考力を身につけさせ、条件反
射的に行動できる能力を養う。校庭避難と人
員点呼までの流れを組み込んだ訓練と振り
返りの構成として、1 時限（45 分×1 コマ）
で実践する。一方、訓練時間が確保できない
学校向けに、休み時間を使用して対応行動の
みを短時間で行うのが「ショート訓練」であ
る。授業時間を削らずに訓練回数を重ねるこ
とができ、訓練時間を予告しない抜き打ち訓
練にすることで、より実践的な訓練となりマ
ンネリ化防止の効果もある。 
ステップ 3の事後学習では、緊急地震速報
を聞いた場合の適切な対応行動を振り返り
によって確認し、地震時には自分の判断で身
を守ることの重要性を理解することを学習
目標とした。事前学習と対応行動訓練を通し
て、子どもたち一人一人に、主体的な行動が
身についたのかを質問紙（訓練振り返り用・
効果測定用）によって評価する。ステップ 3
の指導の流れは、 対応行動訓練を振り返る
「導入」からはじまり、自分自身が訓練でと
った対応行動を質問紙に記入し、発表を通し
て様々な場所での対応行動について理解を
深める「展開 1」、地震から身を守るために重
要なキーワード「落ちてこない、倒れてこな
い、移動してこない」を復習する「展開 2」、
学習の最後「まとめ」では、学校以外の場面

においても対応行動は同じであることに気
づかせ、主体的に行動することの重要性をし
っかり理解させる。ステップ 3は 1時限（45
分×1 コマ）を推奨するが、ステップ 2 のシ
ョート訓練と組み合わせて 1 時限（45 分×1
コマ）で実施することもできるように工夫し
ている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1 指導案（ステップ 1の一部） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2 ワークシート（ステップ 1） 

 
(2) 本研究で開発した「竜巻に関する防災教
育プログラム」とは、竜巻に関する正しい知
識を身につけ、竜巻による危険を予測し、回
避する能力を高めるための防災教育を実践
するための教育プログラムである。 

地震から自分の身を守ろう！
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ねん くみ なまえ

窓ガラスから離れる。頭を守ってしゃがむ。

手すりにつかまる。頭を守ってしゃがむ。

ドアを開ける。頭を守ってしゃがむ。

机の下にもぐる。机が動かないように机の足をしっかりにぎる。
※机が移動しないような行動を併せてとることを教える。
※自分の机ではなく、近くの机の下にもぐる。机がない場合は頭を守ることを教える。
※強い揺れにより、キャスターが付いている重たいものが動くことを教える。

※強い揺れでは、近くの教室へ移動することができないことを教える。

※強い揺れでは、踊り場や近くの教室へ移動することができないことを教える。

※強い揺れで、ドアが開かなくなって閉じ込められることを教える。

校庭
こうてい ものが倒れてこないところ（校庭の中央など）に逃げる。

校舎や遊具から離れ、頭を守ってしゃがむ。
※強い揺れでは、校庭の中央まで移動できないことを教える。

と しょしつ

図書室
本棚から離れる。頭を守ってしゃがむ。

※強い揺れにより、キャスターが付いている重たいものが動くことを教える。

１. どうすれば自分の身を守ることができますか。考えてみましょう。
じぶん み まも かんが

２. 自分の身を守るためには、どのようなことに注意すればよいですか。

上からものが「落ちてこない」場所へ移動する。

横からものが「倒れてこない」場所へ移動する。

横からものが「移動してこない」場所へ移動する。

じぶん み まも ちゅうい

ステップ1 事前学習 タイプＡ



本研究で開発した「竜巻防災教育プログラ
ム」は、地震防災教育プログラムと同じ教育
理論によって開発したもので、学習指導案、
ワークシート（図 3）、授業補助資料（図 4）、
対応行動訓練プログラム、質問紙（振り返り
用・効果測定用）で構成されている。各教材
は、前節で述べた「地震防災教育プログラム」
の書式に準じて作成されている。 
ステップ 1・事前学習 1「竜巻がなぜ怖い
のかその正体を知ろう」、ステップ 2・事前学
習 2「竜巻から自分の身を守る方法を考えよ
う」、ステップ 3・実践訓練（ショート訓練）・
事後学習「実際に身を守って自分の行動を振
り返ろう」の 3ステップで教育・訓練ができ
る単元構成とした。ここで言う授業補助資料
とは、ワークシートに取り組む前提として必
要な知識や授業を円滑に進めるための情報
のことであり、パワーポイントの資料に加え、
竜巻に関する写真や動画などの視覚資料も
多く用いている。 
ステップ 1の事前学習では、竜巻自体の特
徴及び発生する被害・影響の基礎的な知識を
習得し、竜巻発生に関する情報収集の仕方、
竜巻が発生する気象現象（予兆現象）の特徴
を理解することを学習目標とした。竜巻がも
たらす様々な危険や被害をイメージさせ、竜
巻の発生に気づくために必要な知識を習得
させる。 
ステップ 1の指導の流れは、災害の一種と
して竜巻があることを知るための「導入」か
ら入り、竜巻とは何か（竜巻を知る）を考え・
学ぶ「展開 1」、竜巻に気づくことができるか
（情報の収集）を考え・学ぶ「展開 2」、学習
の最後「まとめ」により、ステップ 1の学習
を総括してステップ 2 へつなげる構成とし、 
1 時限（45 分×1 コマ）で実践することを推
奨している。  
ステップ 2の事前学習では、竜巻に遭遇し
た場合や接近してきた場合の具体的な対応
行動を理解し、学校内の様々な場所に応じた
適切な身の守り方を考え・理解することを学
習目標とした。状況に応じて、避難行動の他、
地震発生時の身の守り方であるシェイクア
ウト（安全確保行動）を転用した「その場で
身を守る」姿勢も学ばせる。ステップ 2の指
導案は、ステップ 1と同様に「導入」、「展開
1」、「展開 2」、「まとめ」の流れにより、竜巻
から自分の身を守る方法を学習し、ステップ
3 の対応行動訓練へつなげる構成とした。1
時限（45 分×1コマ）で実践することを推奨
している。 
ステップ 3の対応行動訓練では、ステップ
1・2の事前学習を生かし、竜巻接近の放送を
聞いた時に、自分の判断で自分の身を守る対
応行動がとれることを学習目標とした。訓練
は、地震と同じように場所や時間設定を変え、
竜巻接近の放送を合図に、自分の判断でその
場に応じた身を守る行動をとる訓練である。
訓練後の事後学習では、竜巻接近の放送を聞
いた場合の適切な行動について振り返りに

よって確認し、竜巻接近時には自分の判断で
身を守ることの重要性に気づくことを学習
目標とした。訓練を通して、子どもたち一人
一人に、主体的な行動が身についたのかを質
問紙（訓練振り返り用・効果測定用）によっ
て評価する。 ステップ3の指導の流れは、 ス
テップ 1・2 の事前学習を振り返る「導入」
からはじまり、竜巻を想定した対応行動訓練
を実践する「展開 1」、自身が訓練でとった対
応行動を質問紙（訓練振り返り用）に記入し、
発表を通して様々な場所での対応行動につ
いて理解を深める「展開 2」、学習の最後「ま
とめ」では、竜巻から身を守る場所が近くに
ない場合や、退避まで猶予がない場合の身の
守り方を考え、学校以外で竜巻に遭遇した場
合の対応行動をイメージさせる学習へ発展
させる構成とした。1 時限（45 分×1 コマ）
で実践することを推奨している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 3 ワークシート（ステップ 1） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 4 授業補助資料（一部） 

 
(3)これらのプログラムの実践と評価につい
て、多くの小学校中学校で実践したが、ここ
では栃木県鹿沼市楡木小学校と南押原小学
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竜巻の正体を知ろう！
たつまき しょうたい し

ステップ1 竜巻_事前学習１

年 組 番 名前（ ）
ねん くみ ばん なまえ

学習のポイント１ 「竜巻」と発生源である「積乱雲（入道雲）」を視覚的にイメージする。（教材の動画や写真の活用 ）

１.竜巻はどんな姿をしていますか？
たつまき すがた

学習のポイント２

竜巻は、さまざまな被害を引き起こすことをイメージする。（教材の動画や写真の活用 ）

学習ポイントの補足： １）飛んできた物でガラスが割れる、２）屋根や物置が飛ばされる、３）建物や電柱、大きな木や看板、
自動販売機が倒れる、４）車がひっくり返る、５）人間も飛ばされる、６）停電する
※被害の範囲は、数キロから数十キロに及ぶこともある

学習のポイント１

2.竜巻によって、どんな被害が起きますか？
たつまき ひがい お

学習のポイント１ 竜巻が発生する予兆（気象）現象を視覚的にイメージする。（教材の動画や写真の活用 ）

学習のポイント２ 日常生活の中で、空を観察して天気の変化（竜巻に気づく）を予測する習慣を身に付けさせる。

竜巻による被害の大きさや、被害が広範囲に及ぶことを理解する。

学習のポイント２ 竜巻が接近した時の特徴を知り、竜巻に気づくことの理解を深める。

学習ポイント１の補足：
１）ろうと状の雲になっている（積乱雲から垂れ下がる）、２）物やごみが巻き上げられ飛んでいる
※つむじ風は、晴天の日にうずまくように起きる強い風で竜巻ではない。テントなどを巻き上げる危険がある。

学習ポイント２の補足：
１）土煙が近づいてくる（動いてくる） 、２）「ゴーッ」という音がする、３）耳鳴りがする（耳が痛い）
学習ポイント３の補足：
１）竜巻の平均速度は時速約36km（自動車くらい）、大きな竜巻は時速100km（特急電車）くらいの速さで移動する
２）大きな竜巻の周囲で小さな竜巻が発生することがある ※竜巻は短時間で通過する、見ていると危険

学習のポイント１

天気予報や気象情報を入手し、一日の気象の変化を理解して行動する習慣を身に付けさせる。学習のポイント２

竜巻の発生が予想される時には、天気予報やニュースの中で「竜巻などの激しい突風に注意」など
のキーワードを使って注意を呼びかけていることを理解する。

学習ポイントの補足： １）竜巻の予兆現象「低く黒い雲（積乱雲）が接近する、雷（雷光が見えたり雷鳴が聞こえる）、急に冷
たい風が吹き出す、急な雨やひょうが降る」などの気象現象が発生する

３.竜巻が発生しやすい天気を事前に知るには、どうしたらよいですか？
たつまき はっせい てんき じぜん し

４.竜巻が発生しやすい天気には、どのようなことに気をつければよいです
か？

たつまき はっせい てんき き

学習ポイントの補足： １）竜巻キーワード「大気の状態が不安定（積乱雲の発達）・天気の急変に注意 ・突風や竜巻に注意」
２）気象情報「竜巻注意情報、雷注意報」、３）ニュースやインターネットなどで気象情報を入手できる

竜巻がなぜ怖いのか、竜巻に気づくためにはどうしたらよいのか復習しましょう！
たつまき こわ たつまき き ふくしゅう

まとめ

学習のポイント３ 竜巻の移動するスピードはとても速いため、走って逃げられない時があることを理解させる。

（回答例） 大きな積乱雲（入道雲）の下で発生する、はげしい空気のうずまき。

（回答例） いろいろな物が飛んできて、窓やかべなどをこわす。

（回答例） （朝の）天気予報を見る。ニュースや気象情報に注意する。

（回答例） 空の様子や、周りの変化に注意する。

資料1 資料2

資料3 資料4



校の 3～6 年生を分析対象（n=115～116）と
して、地震防災教育プログラムと竜巻防災教
育プログラムの教員による実践と効果測定
を行った。 
地震防災教育プログラムの実践では、地震
現象・緊急地震速報に関する知識の度合い（4
項目）を見ると、プログラムの学習目標の達
成度（5段階評価の平均値：5が最高、1が最
低）は「①地震が起きた時の正しい身の守り
方を知っている」（4.10）、「②緊急地震速報
とは、どのようなものか知っている」（3.70）、
「③緊急地震速報から強い揺れが来るまで
には、短い時間しかないことを知っている」
（3.85）、「④緊急地震速報（チャイム音）を
聞いた時、何をすればよいのか知っている」
（4.03）であったが、実践後のスコアが 4.69
～4.73 と高くなり学習効果が確認できた。ま
た、統計的分析において対応のある t検定で
分析した結果、全項目とも 1%水準で統計的に
意味のある差が見られた。地震や緊急地震速
報を見聞きした場合の対応行動の正しい理
解の有無（4 項目）について、プログラムの
学習目標の達成度（5 段階評価の平均値：5
が最高、1 が最低）を見ると、プログラム実
践前は4.46～4.83であったが、実践後は4.47
～4.83 となり、4項目とも 4点以上の達成度
が維持される学習効果が確認できた。また、
対応のある t検定で分析した結果は、全項目
で有意差なしであった（図 5）。効果測定の分
析として、現場教員による地震防災教育プロ
グラムの実践によって、学習効果の向上と実
効性が確認できた。なお、これまでの避難訓
練の経験から、もともと達成度が高かった対
応行動の正しい理解の有無についての4項目
は、対応行動訓練の継続と振り返りによって
理解を深める指導が必要であることが課題
としてわかった。 
次に、竜巻防災教育プログラムの実践では、
竜巻に関する知識の度合い（4 項目）につい
て、プログラムの学習目標の達成度（5 段階
評価の平均値：5 が最高、1 が最低）を見る
と、プログラム実践前のスコアは「①竜巻と
はどのようなものか知っている」（3.90）、「②
竜竜巻でどのような被害がでるかを知って
いる」（4.19）、「③竜巻に気づくためにはど
うすればよいのか知っている」（3.25）、「④
竜巻が近づいてきたとき、どうすればよいの
か知っている」（3.76）であったが、実践後
が 4.01～4.51 と高くなり学習効果が確認で
きた.また、統計的分析において対応のある t
検定で分析した結果、全項目で統計的に意味
のある差が見られた。竜巻に関する対応行動
の正しい理解の有無（4 項目）について、プ
ログラムの学習目標の達成度（5 段階評価の
平均値：5 が最高、1 が最低）を見ると、特
に達成度が低かった「⑥竜巻が近づいてきた
ときは、どんな建物でもよいので、建物の中
に入る」（3.02）が 3.39 と高くなった。その
他3項目も、 プログラム実践前が3.71～4.49
からプログラム実施後には 4.21～4.82 と高

くなり学習効果が確認できたが、1項目（⑥）
については改善の余地が残された。また、対
応のある t 検定で分析した結果、2 項目（⑤
と⑧）が 1%水準、1項目（⑥）が 5%水準で統
計的に意味のある差が見られ、1 項目（⑦）
は有意差なしであった（図 6）.効果測定の分
析として、現場教員による竜巻防災教育プロ
グラムの実践によって、学習効果の向上と実
効性が確認できた。プログラムの実践で達成
度が低かった項目（⑥）については、訓練前
の学習や振り返りによって理解を深める指
導が必要であることが課題としてわかった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 5 地震防災教育プログラムの実践 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 6 竜巻防災教育プログラムの実践 
 
(4) 本研究では、防災の専門家によって作成
された防災教育プログラムを、教育機関や現
場教員との協働によって実践し、プログラム
の検証を行ったものである。従来、教育機関
で防災教育を行うためには「防災の専門的な
知見によって作成したリーフレットや視覚
教材（DVD）などを学校へ一方的に配布」す
るやり方や、「専門家や防災専門組織の職員
が学校からの依頼によって訪問して行う出
前授業」が一般的であるが。専門知識のない
現場教員が資料だけで防災教育を実践でき
ることは困難であり、また一部の学校のみで
出前授業をしても地域全体の児童生徒の防
災力向上にはつながらないという問題があ
った。 
そこで筆者らは、効果的な防災教育の普及
手法の一つの考え方として、専門的知見を有
する防災専門家・組織が中心となって、教育
機関を巻き込みながら、学校現場で防災教育
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のモデル事業を実践し、検証された教育プロ
グラムを、教育委員会が主催する教職員研修
などを活用して他の学校現場教員へ還元す
る取り組みを実践した。「防災の専門家がい
かに教育機関と関わりながら防災教育を普
及すればよいか」というの連携のあり方につ
いて、実際のプログラム・教材の開発ととも
にその実践を提案することができたことは
本研究の大きな成果である。 
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